
英国ウェールズの音楽
米本彩夏ピアノリサイタル
Ayaka Yonemoto Piano Recital -  The Music of Wales

2025.12.6 （土）
14:00 開演 / 13:30 開場
シーサイドホテル舞子ビラ神戸

主催：シーサイドホテル舞子ビラ神戸 https://maikovilla.co.jp　後援：Welsh Government （英国ウェールズ政府）、関西ウェールズ協会、
The Japan Welsh Society https://JapanWales.com、ウェールズ文化芸術情報サイト Cymru.jp　協力：こうべ文化まちのコンサート　企画製作：Music Inc. https://ascor.jp 

舞子ビラ神戸で
観て、聴いて、食べて。

文化、芸術に
ゆっくり触れてみませんか？

シーサイドホテル舞子ビラ神戸
あじさいホール主催コンサートシリーズ開幕記念公演

チケット：一般￥3,500 / 学生￥1,500（高校生以下）/ 当日券 ¥500UP
予約＆お問い合わせ：舞子ビラ TEL: 078-708-8888（10:00 ～ 18:00） 

Navigator 南出 卓
Suguru Minamide
あじさいホールプロデューサー

JR神戸線「舞子駅」、山陽電鉄「舞子公園駅」、「霞ヶ丘駅」より
徒歩約 7分 / 駐車場有
＊学園都市方面からは神戸市バスが便利です（学園都市↔舞子駅前）

あじさいホール
 Seaside Hotel Maiko Villa Kobe Ajisai Hall

Pianist 米本彩夏
Ayaka Yonemoto

シーサイドホテル舞子ビラ神戸 あじさいホール

2026 年 4月主催コンサートシリーズ開幕

シーサイドホテル舞子ビラ神戸
あじさいホール主催コンサートシリーズ開幕記念公演
英国ウェールズ政府「The Year of Wales and Japan 2025」キャンペーン連携企画

https://AjisaiHall.jp

Programme
モーフィド・オーウェン：4つのウェールズのインプレション
Morfydd Owen:  Four Welsh Impressions

モーフィド・オーウェン：ピアノソナタ ホ短調
Morfydd Owen:  Piano Sonata in E minor

モーフィド・オーウェン：ラプソディー  嬰ハ短調
Morfydd Owen: Rhapsody in C# minor

カール・ジェンキンス : アディマス 他
Karl Jenkins:  Adiemus 

チケット予約

【事前予約受付】11/30(日)まで 下記のいずれかのお支払い方法で11/30までにご入金ください。
◆オンライン事前カード決済（右のQRコードから予約サイトをご覧ください）
◆銀行振込  みなと銀行 舞子支店 普通4071309 サフィールリゾート株式会社
※お振込み名義はご予約名でご入金ください。※振込手数料はお客様ご負担となります。　　
◆舞子ビラ神戸フロントカウンターにてお支払い。（10:00～18:00）
※お申込後のキャンセルは承りませんので、予めご了承ください。※お席の指定は出来かねます。
※舞子ビラ倶楽部の割引・ポイント加算は対象外です。※乳幼児の参加はお断りしております。



  Pianist 米本彩夏 AYAKA YONEMOTO
  大阪府出身。武庫川女子大学音楽学部演奏学科卒業、大学音楽専攻科修了。パリ・エコール・ノルマル音楽院演奏課程修了。第 13回
  神戸新人音楽賞コンクール優秀賞、第 29回日本クラシック音楽コンクール全国第 5位、第 13回ベーテン音楽コンクール全国第 1位。
  これまでに故較井博子、宮下朋樹、多田秀子、アルバート・ロト各氏に師事。2020 年に音楽プロダクションMusic Inc. 専属アーティ
  ストとしてソロ活動を開始。これまでに「神戸旧居留地 Premium Classical Concert」、「神戸市立小磯記念美術館マンスリーコンサート
  ONLINE」、「こうべ文化まちのコンサート」、JR 西日本主催「ちょこっと関西歴史たび～神戸旧居留地 Premium Classical Concert」
  （神戸市立博物館内）、JR 兵庫デスティネーションキャンペーン特別企画「Terroir de Kobe《灘の日本酒と音楽の宴》」（神戸酒心館）
  等に出演。「盛田味の館《日本酒と音楽のテロワール》」（愛知県常滑市）ではソリストとして SONY 創業者の 1人盛田昭夫が幼少期
  に使っていたアンティークピアノで演奏し、このピアノを使った初の CD アルバム「Pianist 米本彩夏～盛田家ピアノで奏でるピアノ
小品集」をリリース、現在もこの企画のレギュラーピアニストとして様々なアーティストと共演している。

2024 年 3月日本外国特派員協会でプロデューサー南出卓が制作＆作曲したウェールズ幻想物語 - 音楽付き朗読劇「Mabinogion」に出演し自身初となる
東京での活動を開始する。同年10月には同協会主催「William Adams / 三浦按針 A Voyage Around the Blue-Eyed Samurai in Music and Words（朗読＆音楽
による青い目のサムライ、三浦按針の航海）」に出演。2025 年 1 月には英国ウェールズ政府主催で駐日英国大使館公邸で開催されたWales and Japan
2025 開始祝賀パーティーでウェールズ音楽の特別演奏を行う。また 10月に東京で The Year of Wales and Japan 2026 の連携企画として初となるソロ
リサイタルを開催。女声コーラスうつぎ、NC60チェルキオ伴奏ピアニスト、三宝アカデミー・オブ・ミュージック主任講師、Music Inc. 専属アーティスト。 
           　　オフィシャルサイト：https://AyakaPiano.jp　　 Instagram @pianist.ayaka.yonemoto    

英国ウェールズ政府による日本とウェールズ両国間の更なる友好と発展を目指す「The Year of Wales and Japan 2025」キャンペーン
連携企画として、ウェールズで育った神戸出身のクリエイター・音楽プロデューサー南出卓（あじさいホールプロデューサー）がお届け
する、ピアノスト米本彩夏による「英国ウェールズの音楽」ソロリサイタル。ウェールズの天才作曲家として 20世紀ウェールズの音楽
に革新をもたらすと期待されながらも、26 歳という短すぎる生涯を終えた女性作曲家モーフィド・オーウェン（1891-1918）。日本で
演奏される事が滅多にない、この天才女性作曲家の作品をお楽しみください。

シーサイドホテル舞子ビラ神戸あじさいホール主催コンサートシリーズ開幕記念公演
「英国ウェールズの音楽」米本彩夏ピアノリサイタル

2026年4月からシーサイドホテル舞子ビラ神戸本館2Fのクラシック専用コンサートホール「あじさいホール」で主催コンサートシリーズがはじまります。

4/25    Composers 作曲家シリーズ No.1 - 「モーツァルトと . . . 」 -  Pianist 米本彩夏
6/27    ソプラノ＆ピアノデュオリサイタル - Soprano 横川温花 & Pianist 米本彩夏
8/22    Composers 作曲家 シリーズ No. 2 -「ベートーヴェンと . . . 」 - Pianist 米本彩夏 
10/24  近日発表 / TBA
12/26  近日発表 / TBA
2027/2/27    Composers 作曲家シリーズ No.3 - 「メンデルスゾーンと . . . 」 -  Pianist 米本彩夏

  Navigator / Ajisai Hall Producer 南出卓  SUGURU MINAMIDE
  クリエイター、音楽プロデューサー、映像クリエイター、ピアニスト、作曲家。神戸に生まれ 13歳で英国ウェールズに移住。英国王立
  ウェールズ音楽演劇大学ピアノ科卒業。在学中より独学でコンサートの企画や室内楽グループのプロデュース、舞台演劇の作曲等で
  英国内外で活動する。 2005年に 15年の英国生活を経て拠点をアジアに移し、インド交響楽団の設立やカザフスタンの管楽団の楽団長
  を経て日本に帰国。約2年間東京のクラシック音楽事務所の経営を任され2009 年に独立し Music Inc. 設立。同年にプロ女性演奏家の
  継続的かつ安定した演奏環境の構築を目指し女性だけの弦楽オーケストラ Bloom Quartet & Ensemble を結成、その後名古屋と神戸に
  姉妹アンサンブルを結成し日本最大の女性弦楽オーケストラとなる。2011年東日本大震災をうけ福島県郡山市に復興オーケストラ『東北
  こどもオーケストラ』を結成し、その後東北地方で結成された復興オーケストラの魁となる。その他にヴァイ オリニストのシュロモ・
  ミンツの日本公演の企画製作や、カール・ジェンキンス率いる ADIEMUS や、LIBERA など海外著名アーティストたちの来日公演に
携わる。音楽教育機関では英国王立ウェールズ音楽演劇大学マーケティング部首席顧問、英国王立ノーザン音楽院日本・韓国代表などを歴任。

2021年よりソニー創業者盛田昭夫の遺族の要請をうけ、盛田昭夫に多大な影響を受けた日本を代表する実業家等の生の声を集めた映像アーカイブ「Akio
 Morita Club」の映像制作とナビゲーターを担当。2023 年から自身の作曲・演奏活動を再開し「A September Shakespeare Soiree」、「ウェールズ幻想物語
Mabinogion」、「William Adams / 三浦按針 - 青い目のサムライの航海」音楽付き朗読劇を製作・作曲し日本外国特派員協会で初演する。その功績が認め
られ日本外国特派員協会の名誉会員と同時に委員に任命される。また 2025年からはシテ方金春流能楽師 櫻間右陣 (櫻間家第21代当主 )の顧問に任命され、
日本の伝統芸能の振興と発展にも携わることとなり、2026 年 5月に国立能楽堂で櫻間右陣氏と舞と音楽のコラボレーションで新曲の発表が決定。

出身地神戸では、これまでに神戸市の要請をうけ「神戸市立小磯記念美術館マンスリーコンサート」、「こうべ文化まちのコンサート」、「神戸旧居留地 Premium
Classical Concert」等、様々な独創的なコンサートをプロデュース。2017 年に開催された「神戸国際フルート音楽祭」では自身がプロデュースした
フルートユニットが広報アンバサダーに就任し、演奏を通じた音楽祭とフルートコンクールの PRに貢献した。2019 年ラグビー W杯日本大会に合わせて
神戸旧居留地で開催された「BEyond KOBE」の企画製作を担当。コロナ禍には有観客開催休止となった小磯記念美術館マンスリーコンサートを完全ONLINE
化し継続し、また演奏の場を失った神戸を拠点に活動する若手演奏家と神戸市内11ヶ所から無観客コンサート「観て、聴いて、KOBE」を総合プロデュースし
YouTube で配信。2023 年に開催された JR西日本「兵庫DCキャンペーン」では「Terroir de Kobe《灘の日本酒と音楽の宴》ディナーショー」を立案し
神戸酒心館と共催。これらの公演プロデュース以外にも神戸市で毎年開催される子宮頸がん予防啓発 LOVE49KOBE の実行委員およびイベント総合プロ
デューサーを 2012 年より行っている。近年は神戸市と英国ウェールズ政府を繋げる等外交的活動も行っている。2025年7月に神戸で開催されたラグビー日本vs
ウェールズ代表戦においてはウェールズ国歌斉唱を担当した兵庫県立西宮高等学校の学生コーラスとオーケストラの指導を兵庫県の要請を受けて行った。 

長年神戸における文化芸術の振興と発展に貢献してきたが、コロナ等が原因で全ての企画が強制的に終了となるが、2025年 9月にシーサイドホテル舞子
ビラ神戸あじさいホールプロデューサー就任を機に地元神戸でプロデュースを再開する。Music Inc. 代表、日本外国特派員協会名誉会員＆委員、シテ方
金春流能楽師 櫻間右陣顧問、日本アジア協会会員、William Adams Club 会員、Cymru.jp ファウンダー、The Japan Welsh Society ファウンダー＆会長、
シーサイドホテル舞子ビラ神戸あじさいホールプロデューサー。                                      オフィシャルサイト：https://sGuru.jp 

https://AjisaiHall.jp
最新情報は公式Webをご覧ください

シーサイドホテル舞子ビラ神戸あじさいホール主催コンサートシリーズ2026（偶数月第４土曜日14時開演）


